
近未来体験型ディスプレイ



今回私たちが開発する「もじくるメガネ」は、メガネと同じように身につける事がで
きるコンピュータ(ウェアラブルコンピュータ)です。

もし、着ることができるコンピュータが実現したとして、あなたは一体どのような事
ができると思いますか？

古くからウェアラブルコンピュータという概念はあったのですが、今までウェアラ
ブルコンピュータでしかできないこと、そしてウェアラブルコンピュータが必要だと
誰もが思うような機能というのは、明らかにされてきませんでした。

そこで、私たちはもじくるメガネという、私たちが考えるウェアラブルコンピュータ
を提案します。

そしてもじくるメガネを使ってもらうことで、ウェアラブルコンピュータがいかに便
利なものかを、みなさんに知って貰う事を目的として開発します。



もじくるメガネは、眼鏡型のディスプレイと、カメラ、そして

処理装置から構成されています。

そして、これらのデバイスを全て身につけます。

すると、あなたは現実世界にある「文字」を、まるでコンピュータで処理するかの
ように扱うことができます。

例えば、単語を見た瞬間に意味が分かり、計算式を見た瞬間に解くことができ、
URLを見た瞬間にWebページにアクセスすることができます。

もじくるメガネは装着するだけ(＝着るだけ)で、まるで自分がコンピュータと一体
になったかのように、文字を自由に扱うことができるようになります。

もじくるメガネは装着することで、利用者は知識や感覚を広げることができます。



もじくるメガネには、大きく分けて3つの機能があります。

これらの機能は、ウェアラブルコンピュータだからこそできる機能です。

3つの機能はそれぞれ、文字を手で触れる機能、文字の意味を表示する機能、
空中に文字が書ける、という機能です。

それでは実際に見てみましょう。
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文字を手で触れる、とは一体どういうことなのでしょうか？

答えは簡単です、次のような場面を想像してください。

次の写真を見てください。
印刷されている文字が浮き出し、まるで本当にそこにあるかのように動かせます。

このように、文字を見ると文字が浮き出ます

文字を手で掴んで移動する



もじくるメガネは、文字を表示するだけでなく、文字の内容を表示させる事もで
きます。

例えば、文字が単語なら意味を表示し、数式なら式の値を表示し、

文字がＵＲＬだったらＷｅｂページを表示する、という事ができます。

文字の
種類

単語なら意
味を表示

URLなら
Webペー
ジを表示

数式なら数
式を解く

数式が一瞬で解ける! 単語の意味を表示



もじくるメガネは文字を手で扱ったり、文字の意味を表示するだけでは終わりま
せん。

もしあなたがもじくるメガネを使えば、自分の指を使って、空中に文字を書くこと
ができます。

想像してみてください。

空中に文字を書くなんて夢みたいじゃありませんか？

この空中に文字を書くという機能は、ちょっとした

メモなんかに使うことができます。

また、現実世界の物と併せて見ることができるので、

何かをしながら「見る」事ができます。

実にシンプルですが、様々な用途に使えます。



このもじくるメガネはこのようなシステム構成になっています。

もじくるメガネの眼鏡型ディスプレイは、現実世界を見ることができ、かつ利用者
の全視界を覆う事ができるような、特殊な眼鏡型ディスプレイです。

メガネ型ディスプレイ(出力デバイス)

３D化された文字を表示する

処理装置(PC)

文字を認識する 文字を３D化する 指を認識する

カメラ (入力デバイス)

利用者の視界を得る

処理の流れ処理の流れ

USB接続

ディスプレイ端子接続



もじくるメガネは次の環境で開発し、実行します。

実行環境
•Windows XP,Vistaが動作し、
Direct X9.0cとOpenCV(ver
1.0)が正常に動作する環境
を提供することができる
PC/AT互換機

開発

環境

•OS: Windows XP, Vista

• IDE: Visual Studio 2005

•開発言語: C/C++

•外部ライブラリ:

•Direct X 9.0c

•OpenCV (ver1.0)



このシステムと類似しているシステムとして、空気ペン、人工知能ゴーグルが挙
げられます。

空気ペンとは、特別なデバイスを用いて、空中に文字を描く事ができるシステ
ムです。

人工知能ゴーグルとは、自分が見た「モノ」の名前と画像を記憶するシステムで
す。

これらのシステムともじくるメガネが大きく異なっている点は、「自分の手を使っ
て操作する事ができる」という点です。

人工知能ゴーグルも空気ペンもただ「見える」だけで、操作には特別なデバイス
が必要です。

しかしながらもじくるメガネはカメラ、ディスプレイ、処理装置、この3つのデバイス
しか必要としません。

デバイスの構成の簡素さも他のプロジェクトとは大きく異なっています。

†1 †2

†1 空気ペンプロジェクト http://www.submit-asap.org/home/yoshinov/etl/public_html/projects/airpen/airpen.html

†2 人工知能ゴーグル http://www.i.u-tokyo.ac.jp/news/ist/080311_1.shtml



もじくるメガネの独創的な点は2つあります。

1つ目はウェアラブルコンピュータならではの機能を

体現している点です。

ウェアラブルコンピュータだからこそ、手で文字を触ることができます。

そして、ウェアラブルコンピュータだからこそ、特別な操作なしでコンピュータならでは
の機能を使うことができます。

2つ目はもじくるメガネは人とコンピュータを融合するという点です。

もじくるメガネは利用者の知識や感覚を補助します、これは利用者の知識や感覚と
融合する事と同じです。

もじくるメガネの対象者は、もじくるメガネを使ってみたい方や、ウェアラブルコンピュー
タを使ってみたい方、全ての方が対象者です。

私たちがこのもじくるメガネを通して見る先、

それは、そう遠くない「未来」です。


